
け
ま
し
た
。

女
性
委
員
７
人
を
加
え
検
討

　
市
で
は
、
災
害
時
に
消
防
や
警
察

な
ど
地
域
内
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め「
野

田
市
地
域
防
災
計
画
」を
定
め
て
い
ま

す
が
、昨
年
の
大
震
災
を
踏
ま
え
、想

定
さ
れ
る
地
震
や
被
害
な
ど
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。大
震
災
で
は
、

特
に
女
性
な
ど
へ
の
避
難
所
で
の
プ

　
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

野
田
市
で
も
震
度
５
強
を
記
録
し
、

屋
根
瓦
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

　
市
で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
防
災
会
議

を
開
催
し
「
野
田
市
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
震
災
で
は
、
女
性
な
ど
へ
の
避
難
所
で
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
配
慮
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会

議
に
は
、
関
係
団
体
や
公
募
に
よ
る
女
性
委
員
７
人
を
新
た

に
加
え
、
女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
視
点
も
計
画
に
反

映
さ
せ
、
今
年
度
中
に
新
た
な
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震

東
日
本
大
震
災災
をを
踏
ま
え

踏
ま
え

地
域
防
災
計

　
　
　
　
　
　
　
地
域
防
災
計
画画
をを
見
直
し

見
直
し

～
女
性
や
高
齢
者
、障
が
い
者
の
視
点
も
で
き
る
限
り
反
映

　
　
　
　
　
　
　
～
女
性
や
高
齢
者
、障
が
い
者
の
視
点
も
で
き
る
限
り
反
映
～～

第１回防災会議を８月７日に開第１回防災会議を８月７日に開催催

壊
、
堤
防
・
道
路
・
公
共
施
設
の
損

傷
な
ど
、
私
た
ち
が
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
被
害
を
受

の
委
員
に
よ
り
８
月
７
日
に
第
１
回

防
災
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
地
域
防
災
計
画
の
修
正
内
容

の
概
要
や
方
向
性
な
ど
を
議
論
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
数
回
の

会
議
を
経
て
、
素
案
を
決
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
震
編
で
は
、
想

定
さ
れ
る
地
震
や
被
害
の
規
模
、
初

動
体
制
、
震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
、
風
水
害
編
で
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
る
修
正
、

大
規
模
事
故
編
で
は
、
原
子
力
発
電

所
事
故
に
伴
う
放
射
能
対
応
の
追
加

や
水
質
事
故
災
害
対
策
と
し
て
、
断

水
時
の
対
応
計
画
の
策
定
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
素
案
決
定
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
う
か
が
っ
た
う
え
で
、
今
年

度
中
に
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
予

（
２
面
に
つ
づ
く
）

メールやツイッターで緊急情報を配信
緊急速報メール・緊急速報「エリアメール」

　災害時の緊急情報を発信する災害情報専用の公式
ツイッターを開設しました。
　「野田市災害情報公式ツイッター」は、ツイッタ
ーのアカウントを登録しなくても閲覧できますが、
登録しフォローすることで、自動的に情報を表示で
きるようになります。発信する情報は、避難や生命
に関わる緊急の防災情報（断水、停電など）です。
ツイッターの閲覧には、携帯電話の通信料や、パソ
コンの接続費用の負担が発生します。
【名称】千葉県野田市災害情報（公式）
【ユーザー名】@nodasi_saigai

　災害時の情報配信の新たな手段として、各携帯電
話会社が行っている緊急速報メール・緊急速報「エ
リアメール」の利用を開始しました。事前登録は不
要で、受信に通信料は発生しません。
　緊急速報メールは、市内にいる方の携帯電話に、
災害・避難に関する情報や生命に関わる緊急の情報
（断水、停電など）を野田市からお知らせするもの
です。受信は、専用の警報音、バイブレーションで
画面上に表示されますが、市外にいる時や、携帯電
話圏外、通話中、通信中は受信できません。
　受信できる携帯電話の機種は限られていますので、
対応機種や受信設定などの詳細は、各携帯電話会社
に問い合わせてください。

野田市災害情報公式ツイッター

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
や
配
慮
が
課
題

と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
女
性
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
な

ど
の
視
点
を
防
災

計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
女
性
委

員
　
人
に
、
新
た

12
に
関
係
団
体
か
ら

推
薦
を
い
た
だ
い

た
３
人
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公

募
し
た
４
人
の
女

性
を
加
え
た
　
人
36



地
域
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
治
会
や
地
域
ご
と
の
自

主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
　
年
８
月
１
日
現
在
で
　
団

24

156

体
の
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、

約
２
万
８
千
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま

す
が
、
全
世
帯
に
対
す
る
組
織
率
は

　
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
と
依
然
低
い
状

44況
で
す
。
自
主
防
災
組
織
に
は
、
必

要
な
資
材
や
機
材
の
購
入
費
、
防
災

訓
練
の
活
動
経
費
な
ど
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
要
援
護
者
の
避
難
を
支
援

　
ま
た
市
で
は
、
一
人
で
の
避
難
が

難
し
く
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
要
援
護
者

の
避
難
支
援
と
し
て
、
災
害
時
要
援

護
者
支
援
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
に
対
し
、要
援
護
者
の
希
望
で
、

自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
地
図
や

必
要
な
支
援
の
内
容
な
ど
を
記
入
し

た
個
別
避
難
支
援
計
画
の
作
成
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
成
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
要
援
護
者
の
情
報
を
市
か
ら
自

治
会
な
ど
に
提
供
し
、
必
要
な
支
援

が
も
れ
な
く
届
く
よ
う
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
発
生

時
に
素
早
く
支
援
で
き
る
体
制
を
つ

許

に
分
け
て
「
地
震
に
よ
る
揺
れ
や
す

さ
」「
液
状
化
に
よ
る
危
険
度
」「
建

物
被
害
に
よ
る
地
域
の
危
険
度
」
に

色
分
け
し
た
地
図
で
、
全
戸
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

　
震
災
で
は
、
発
生
直
後
の
対
応
や

定
で
す
。

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

　
新
た
に
作
成
す
る
地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
地
震
の
種
類
や
現
象
の

解
説
、
家
庭
で
で
き
る
地
震
へ
の
備

え
の
ほ
か
、
大
震
災
並
み
の
地
震
を

想
定
し
、
市
内
を
　
メ
ー
ト
ル
ご
と

50

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
結
果

　「
野
田
市
が
誇
れ
る
自
然
環
境
、

特
に
緑
と
水
は
、
そ
の
大
切
さ
を

考
え
な
が
ら
、
将
来
世
代
へ
残
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

す
ば
ら
し
い
子
育
て
環
境
を
行
政

と
市
民
と
市
、
そ
し
て
議
会
が
協

力
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
語

る
の
は
、
野
口
義
雄
議
長
。

　「
車
の
両
輪
と
し
て
、議
会
は
行

政
と
う
ま
く
か
み
合
い
な
が
ら
、し

か
し
、一
方
で
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
十
分
に
果
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に

も
、も
っ
と
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
も
。

　
誘
わ
れ
れ
ば
断
ら
な
い
と
い
う

趣
味
の
ゴ
ル
フ
に
加
え
て
「
健
康

の
た
め
に
禁
煙
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
が
、

体
重
が
８
キ
ロ
増
え
て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
苦
笑
い
も
。

　
最
後
に
、「
人
は
人
の
た
め
に
何

を
な
す
べ
き
か
。儒
教
の『
仁
』『
義
』

の
精
神
を
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
締
め
く
く
っ
た
。

　
７
月
　
日
、定
例
市
議
会
で
、議
長・

31

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
議
　
長
　
野
口
義
雄
議
員

◆
副
議
長
　
竹
内
美
穂
議
員野田市議会議長

野口  義雄さん

議

長

の

横

顔

大
切
な
自
然
を

　
　
　
　
将
来
の
世
代
へ

く
る
た
め
に
、
市
内
全
域
で
計
画
を

策
定
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
で

は
自
治
会
連
合
会
へ
協
力
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
希
望
に
よ
り
説
明
会

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
、
災
害
時

要
援
護
者
支
援
計
画
の
障
が
い
者
の

こ
と
は
社
会
福
祉
課
、
同
計
画
の
高

齢
者
の
こ
と
は
高
齢
者
福
祉
課

■要援護者支援計画の支援体制図



　
梅
郷
西
駅
前
線
は
、
既
存
の
市
道

１
２
６
０
号
線
と
一
部
重
な
る
区
間

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
区
間
は
、
９

月
中
旬
か
ら
　
年
６
月
ま
で
工
事
で

25

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

平
成
　
年
春
の
全
線
開
通
に
向
け

26

　
　
　
　
　
　
都
市
計
画

道
　
　
路

 

梅
郷
西
駅
前
線
を
順
次
整
備

　
　
　
～
９
月
中
旬
か
ら
既
存
道
路
と
の
重
複
区
間
が
一
部
通
行
止
め
に
～

距

　
市
で
は
、
渋
滞
解
消
の
た
め
道
路

交
通
網
の
整
備
や
、
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
歩
道
拡
幅
な
ど
、
計
画

的
に
道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
梅
郷
西
駅
前
線

は
、
梅
郷
駅
西
口
駅
前
広
場
と
都
市

計
画
道
路
山
崎
吉
春
線
を
つ
な
ぐ
道

路
と
し
て
、
平
成
　
年
４
月
の
全
線

26

開
通
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

■梅郷西駅前線の通行止め区間とまめバス新南ルート今上経由（みずき４丁目公園行）の迂回図

　
「
私
が
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

の
一
つ
で
あ
る
中
心
市
街
地
再
活

性
化
は
、
方
向
性
が
出
て
き
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
地
下
鉄
誘
致
も

平
成
　
年
ま
で
に
整
備
を
推
進
す

27

る
と
さ
れ
、
残
り
３
年
間
で
、
市

を
は
じ
め
議
会
も
一
生
懸
命
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
も
大

切
。
そ
の
た
め
に
は
人
づ
く
り
が

重
要
で
、
最
終
的
に
は
公
共
意
識

の
高
い
市
民
が
住
む
、
そ
う
い
う

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
の
は
竹
内
美
穂
副
議
長
。

　「
地
方
議
員
に
も
厳
し
い
目
が
向

け
ら
れ
る
が
、自
己
研
 鑽
 し
て
議
員

さ
ん

が
あ
る
べ
き
姿
で
活
動
し
て
い
く

こ
と
で
、市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

議
会
に
し
て
い
き
た
い
」と
も
。

　
趣
味
は
卓
球
。「
も
う
　
年
ほ
ど

30

続
け
て
い
ま
す
。素
早
い
動
き
の
な

か
で
、先
を
読
み
な
が
ら
の
駆
け
引

き
が
楽
し
い
」と
語
り
、「
人
事
を
尽

く
し
て
天
命
を
待
つ
、を
座
右
の
銘

に
、『
お
か
げ
さ
ま
』の
心
を
忘
れ
ず

に
行
動
し
て
い
ま
す
」と
結
ん
だ
。

市
民
に
信
頼
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
議
会
を
目
指
し
て

議

長

の

横

顔

副

野田市議会副議長
竹内  美穂さん

ま
め
バ
ス
の
迂
回
運
行
も

　
こ
の
通
行
止
め
に
合
わ
せ
て
、ま
め

バ
ス
新
南
ル
ー
ト
が
迂
回
運
行
と
な

り
、「
里
区
自
治
会
館
入
口
」「
下
里
」

バ
ス
停
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
み
ず
き
１
丁
目
」
バ
ス
停

は
、
当
面
、
今
上
経
由
の
み
利
用
で

き
ま
す
が
、
花
井
経
由
は
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
運
行
ダ
イ
ヤ
も
変

わ
る
ほ
か
、
山
崎
宿
、
梅
郷
駅
に
行

く
場
合
は
、
バ
ス
停
が
反
対
側
に
な

り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
道
路
の
通
行
止

め
や
、ま
め
バ
ス
迂
回
運
行
の
た
め
、

利
用
さ
れ
る
方
や
近
隣
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
道
路
建
設
課
、
ま
め
バ

ス
の
こ
と
は
企
画
調
整
課



　
大
切
な
家
族
、友
人
、隣
人
が
突
然

倒
れ
、心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
に

よ
る
救
命
処
置
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
心
肺
停
止
に
陥
っ
て
い
る
時
間
が

長
い
ほ
ど
命
を
救
え
る
可
能
性
は
急

激
に
低
下
し
、
ま
た
救
命
で
き
た
と

し
て
も
重
い
後
遺
症
が
残
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
救
う

た
め
に
も
再
度
、
心
肺
蘇
生
法
の
手

順
を
確
認
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
に
備
え

　
　
心
肺
蘇
生
法
の
手
順
の
確
認
を

　
な
お
、心
肺
蘇
生
法
は
５
年
に
１
回

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
国
際

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
見
直
さ
れ
、今

年
の
４
月
か
ら
は
A
E
D
が
乳
児
に

も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
手
順
が
一
部
変
わ
り
ま

し
た
が
よ
り
良
い
方
法
を
推
奨
す
る

も
の
の
た
め
、
今
ま
で
の
方
法
が
間

違
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
９

－

鋸

■心肺蘇生法のやり方

①意識を確認
　肩を叩きながら声を掛け、反応がな
ければ意識がないと判断する

②助けを呼ぶ
　大きな声で助けを呼び、１１９番通報
とAEDがあれば持って来るよう依頼
する

③呼吸の確認
　胸と腹部の動きを見て普段通りの呼
吸か確認し、胸と腹部が動いてなけれ
ば「呼吸なし」と判断する（今にも止
まりそうな呼吸、しゃくりあげるよう
な呼吸は「呼吸なし」と判断する）

 人
命
を
救
助
し
た
２
人
に
表
彰
状

　
８
月
４
日
、
市
営
宮
崎
団
地
在

住
の
女
性
宅
で
、て
ん
ぷ
ら
鍋
に

火
を
行
う
と
と

も
に
、
燃
え
盛

る
建
物
内
に
い

た
一
人
暮
ら
し

火
を
か
け
た
ま
ま
一
時
外
出
し
た

た
め
火
災
が
発
生
し
、
戻
っ
た
女

性
が
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
建
物
か
ら
煙
が
出
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
同
団
地
に
住
む
豊
岡

雅
昭
さ
ん（
　
歳
）と
、
同
じ
く
煙

70

に
気
付
い
た
野
田
警
察
署
に
勤
務

す
る
島
田
裕
介
さ
ん（
　
歳
）の
２

31

人
が
協
力
し
、
消
火
器
で
初
期
消

の
女
性
を
救
出
し
ま
し
た
。
女
性

は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
医
療
機
関
に

搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
で
は
、
迅
速
か
つ
適

切
な
判
断
に
よ
る
救
助
活
動
を
行

っ
た
２
人
に
敬
意
を
表
し
、
８
月

　
日
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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 ９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

④胸骨圧迫
　すぐに胸骨圧迫を３０回行う（押す強
さは成人は５㎝以上、６歳未満は胸の
厚さの１／３以上で、押す速さはすべ
て１分間に１００回以上）

⑤人工呼吸
　胸骨圧迫後、人工呼吸を２回行う。
首を後ろにそらし気道確保し、約１秒
かけ胸の上がりが見える程度２回息を
吹き入れる

⑥AEDを使用
　AEDが到着したら電源を入れ、電極
パッドに描かれている絵の通り、直接
肌にしっかりと貼る

⑦電気ショックはAEDが自動判定
　AEDが自動で心電図解析するので傷
病者から離れる。AEDが電気ショック
を必要と判断すると充電が始まり完了
後にショックボタンが点滅する　

⑧ショックボタンを押す
　誰も傷病者に触れてないことを確認
し、点滅するショックボタンを押す。
以後AEDの音声メッセージに従う　

⑨胸骨圧迫とAEDを繰り返す
　救急隊が到着するまで、または傷病
者に呼吸が戻るまで心肺蘇生を続ける

→ →

→ →

→ →

→

→



漁

救
急
救
急
車車
のの
要
請
要
請
はは

　
  　
　
緊緊
急急
時時
の
み
の
み
にに

央
・
関
宿
・
北
・
南
）、
１
出
張
所

（
関
宿
北
）
に
、
合
計
６
台
の
救
急
車

を
配
置
し
、
急
病
や
け
が
を
し
た
方

を
病
院
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

 重
症
患
者
を
救
う
た
め
に

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動

場
合
に
活
用
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
重
症
や
 危
  篤
 状
態
な
ど
、
本
当
に

き
 と
く

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の

た
め
に
も
、
良
識
あ
る
正
し
い
救
急

車
の
利
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

 　
番
は
落
ち
着
い
て

１１９　
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
、
住
所
や
目
標

に
な
る
建
物
、
傷
病
者
の
人
数
、
性

別
、
年
齢
、
容
態
、
連
絡
者
本
人
の

氏
名
と
電
話
番
号
な
ど
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、救
急
車
到
着
ま
で
に
、心
肺

蘇
生
法
や
A
E
D
の
使
用
、
救
急
車

の
現
場
へ
の
誘
導
を
行
い
、
救
急
隊

が
到
着
し
た
ら
、
傷
病
者
の
容
態
変

化
や
行
っ
た
応
急
手
当
、
持
病
が
あ

れ
ば
病
名
と
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

名
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
９

－

　
救
急
車
の
利
用
は
、
急
い
で
病
院

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
車

を
利
用
し
た
人
の
約
半
数
は
、
入
院

の
必
要
の
な
い
軽
症
者
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
市
消
防
の
１
年
間
の

23

救
急
出
動
件
数
は
、
６
千
　
件
で
、

495

市
民
の
お
よ
そ
　
人
に
１
人
が
救
急

24

車
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
中
に
は
結
果
と
し
て
、

軽
い
病
気
や
け
が
、
タ
ク
シ
ー
代
わ

り
の
利
用
な
ど
緊
急
性
の
な
い
も
の

も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
合
併
時
の
重
点
事
業
の

一
つ
だ
っ
た
、
消
防
署
関
宿
北
出
張

所
を
平
成
　
年
に
開
設
し
た
こ
と
に

16

よ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
市
内

全
域
に
救
急
車
両
が
５
分
以
内
で
到

着
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、消
防
署
、４
分
署（
中

旺

王

欧

翁
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

住
宅
火
災
か
ら

　
　
　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や
音
声

で
火
災
を
知
ら
せ
る
機
器
で
、
新

築
住
宅
は
平
成
　
年
か
ら
、
市
内

18

の
既
存
住
宅
で
は
　
年
６
月
か
ら

20

寝
室
や
階
段
な
ど
へ
の
設
置
が
義

務
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者

数
の
約
６
割
は
、「
逃
げ
遅
れ
」
が

原
因
で
、
機
器
を
設
置
す
れ
ば
、

初
期
段
階
で
火
災
を
知
り
、
早
急

な
消
火
活
動
と
避
難
に
よ
っ
て
、

犠
牲
者
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
必
ず
設
置
を
し
て
く
だ

さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　
不
適
切
な
価
格
で
の
警
報
器
の
販

売
や
消
防
職
員
を
装
い
、
罰
金
と
い

う
言
葉
を
口
に
出
し
て
動
揺
さ
せ
る

悪
質
な
業
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
が
販
売
を
す
る
こ
と
や
、

未
設
置
で
あ
る
こ
と
で
罰
則
を
受
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、こ
う
し

た
業
者
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
不
適
切
な
訪
問
販
売
で

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
購

入
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

【
問
合
せ
】消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４

－

－

フ
制
度
に
よ
り
契
約
解
除
が
可
能
で

す
の
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

や
、
ほ
か
に
搬
送
す
る
手
段
が
な
い

※到着は道路事情などにより、遅
れる場合もあります

■救急車両５分以内での
　到着エリアマップ

■火災警報器の設置箇所と設置例

　設置箇所：寝室（就寝に利用する部屋）、
階段（寝室のある階の踊り場）
※上図の設置例では２階のみの設置ですが、１階の
居室を就寝にも利用している場合、警報器の設置が
必要となります
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
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地
球
温
暖
化
が
進
む
と
海
水
面
の

上
昇
や
気
象
の
変
化
が
起
こ
り
、自
然

環
境
や
社
会
経
済
に
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成２８年度目標

温
暖
化
対
策
の

　
　
新
た
な
実
行
計
画
を
策
定

　
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ

て
い
る
二
酸
化
炭
素
は
、
私
た
ち
が

日
常
生
活
で
自
動
車
の
運
転
や
テ
レ

ビ
・
洗
濯
機
な
ど
の
電
気
製
品
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
石
油
や
発
電
所
で

使
用
す
る
燃
料
な
ど
身
近
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
さ
れ
大
気
中
に
排
出
さ

れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
、

節
水
や
節
電
、
自
動
車
の
運
転
を
控

え
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
９
年
に
は
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
国
際
的
な
条
約
で
あ
る
京

都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
、
世
界
的
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る

法
的
義
務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、「
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
全
公
共
施
設
で
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
取
り
組
む

「
野
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
平
成
　
年
に
策
定
し
、　
年

19

23

度
ま
で
に
、
基
準
年
度
に
比
較
し
て

５
千
　
・
２
ト
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス

885

の
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
昨
年
度
期
間
満
了
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
新

計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
計
画
で
は
、　
年
度
を
基

23

準
年
度
と
し
て
、　
年
度
か
ら
　
年

24

28

度
ま
で
の
５
か
年
の
期
間
の
う
ち
、

目
標
年
度
の
　
年
度
の
排
出
量
は
、

28

基
準
年
度
比
で
６
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

の
２
万
１
千
　
・
６
ト
ン
と
し
て
い

815

ま
す
。

　
各
家
庭
で
も
、
こ
ま
め
に
電
気
を

消
す
、
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
の
実
行
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
掛
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
む
だ
づ

か
い
が
減
り
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

都
市
計
画
や
男
女
共
同
参
画
に

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接

市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、都

市
計
画
審
議
会
と
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　
募
集
案
内
は
各
担
当
課
の
窓
口
と

関
宿
支
所
、
南
・
北
・
中
央
の
各
出

張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
①
募
集
期
間
の
最
終

日
現
在
、　
歳
以
上
の
選
挙
権
を
有

20

す
る
方
（
都
市
計
画
審
議
会
は
女
性

の
み
）
で
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
、
②
公
募
に
よ
り
市
の
ほ
か

の
審
議
会
な
ど
（
総
合
計
画
分
野
別

検
討
組
織
を
除
く
）
の
委
員
に
就
い

て
い
な
い
、
③
市
の
議
員
・
常
勤
職

員
で
な
い
、
④
平
日
の
会
議
に
参
加

で
き
る
方

【
応
募
方
法
】
申
込
書
（
任
意
の
書

式
も
可
）
に
各
審
議
会
ご
と
の
テ
ー

マ
で
作
成
し
た
小
論
文（
　
字
程
度
）

800

を
添
え
て
、
各
担
当
課
に
郵
送
か
直

接
持
参
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
の
応

募
も
可
）。

　
な
お
、
申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、

面
接
を
行
い
、
選
考
結
果
は
応
募
さ

れ
た
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

審
議
会
名

野
田
市
都
市
計
画
審
議
会

野
田
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

募
集
期
間

（
消
印
有
効
）

～
９
月
　
日
金

１４

９
月
３
日
月

～
　
月
２
日
火

１０

募
集
人
数

１
人

（
女
性
）

１
人

小
論
文（
　
字
程
度
）の
テ

８００

ー
マ

今
後
の
野
田
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
思
う

こ
と

担
当
課
（
問
合
せ
）

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

２７８
都
市
計
画
課

－

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

２７８
男
女
共
同
参
画
課

－

■募集概要

■主な削減対象の温室効果ガス

■実行計画の温室効果ガス削減目標
新実行計画の排出係数を
使用した場合の総排出量

前実行計画の排出係数を
使用した場合の総排出量

　　割合
（パーセント）

年間総排出量
　（トン）

　　割合
（パーセント）

年間総排出量
　（トン）

          １００．００      ３０，１１４．４前実行計画の基準排出量

          １００．００   ２３，２０８．１※           ８０．４６   ２４，２２９．２※平成２３年度排出量
（新実行計画の基準排出量）

            ９４．００      ２１，８１５．６平成２８年度目標排出量
          △６．００    △１，３９２．５        △１９．５４    △５，８８５．２　　　　差

　　　　　　　　主な発生源　　　ガスの種類

燃料や電気（火力発電所等）の使用、廃プラスチッ
クの焼却二酸化炭素（CO２）

自動車の走行、廃棄物の焼却、し尿処理メタン（CH4)
一酸化二窒素（N2O)

自動車の走行に伴うカーエアコンからの漏出ハイドロフルオロカーボン
（HFC)

※総排出量は燃料等の使用量と排出係数を掛けて算出します。排出係数は、「地球温暖化対策の推
進に関する法律施行令」に基づき、平成２２年に施行令が改正され、新実行計画では改正後の排出係
数を使用するため新旧の実行計画で総排出量が異なります



魚

　
ポ
リ
オ（
急
性
灰
白
髄
炎
）は
、
予

防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
病
気
の
一
つ
で
す
。

　
市
で
は
、
今
年
の
４
月
に
厚
生
労

働
省
で
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

急
性
灰
白
髄
炎
を
予
防
す
る

　
　
ポ
リ
オ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

け
、
平
成
　
年
９
月
か
ら
ポ
リ
オ
定

24

期
予
防
接
種
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
口
か
ら
飲
む
ワ
ク

チ
ン
）
か
ら
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン（
皮
下
に
注
射
）に
切
り
替
え
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
春
と
秋
に
行
っ

　
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
、「
敬
老
の

日
」
で
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
、多
年
に
わ
た
り
、

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
敬
愛
す

る
と
と
も
に
、長
寿
を
祝
い
な
が
ら
、

高
齢
者
の
心
を
受
け
継
ぎ
、
一
人
ひ

計（人）女（人）男（人）年齢（歳）
１１０１０５
１１０１０４
１１０１０３
５３２１０２
１９１６３１０１
２２１８４１００
２０１５５９９
３３２３１０９８
５１４１１０９７
８０７０１０９６
９５７６１９９５
１１０９７１３９４
１４１１１３２８９３
１９５１４７４８９２
２６６２０４６２９１
３３６２６５７１９０
１,３７６１,０９１２８５計

■９０歳以上の年齢別一覧

※年齢は９月１日現在の満年齢
※人数は８月１日現在の野田市の住民
　基本台帳に基づく

と
り
が
平
和
で
明
る
い
社
会
を
築
い

て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
個
人
氏
名

は
掲
載
せ
ず
、　
歳
以
上
の
人
数
の
み

９０

を
掲
載
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

医
療
機
関

青
木
胃
腸
科
外
科

青
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
ら
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
ら
山
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
井
医
院

梅
郷
痛
み
と
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

遠
藤
産
婦
人
科
医
院

大
槻
医
院

岡
田
小
児
科
医
院

小
澤
医
院

門
倉
医
院

金
本
医
院

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

江
医
院

小
張
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
張
総
合
病
院

桜
台
診
療
所

杉
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

ス
ズ
キ
皮
フ
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

須
藤
整
形
外
科

関
根
医
院

関
宿
中
央
医
院

瀬
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

丹
保
医
院

た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

豊
泉
医
院

中
島
医
院

野
田
南
部
診
療
所

野
田
病
院

は
た
の
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

花
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

皮
膚
科
東
武
川
間

む
ら
た
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
縣
医
院

所
 在
 地

中
根
　140

東
宝
珠
花
　361

野
田
１
２
２
６

七
光
台
４
 
２
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

野
田
七
光
台
医
療
モ
ー
ル
内

―

野
田
　45

山
崎
１
８
５
０
 
１
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
　１F

―

柳
沢
　20

岩
名
１
 
　
 
２

17
―

―

野
田
　654

野
田
　15

上
花
輪
　
 
１

628
―

目
吹
１
２
９
０

宮
崎
　100

柳
沢
　54

横
内
　
 
１

20
―

横
内
　
 
１

29
―

桜
台
　
 
２
コ
ー
ジ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
　

24

０１

―

宮
崎
　
 
　

５６

２３
―

中
根
　
 
1
 イ
オ
ン
ノ
ア
　

３６

３F

―

上
花
輪
新
町
　
 
　

32

14
―

尾
崎
　
 
　

８４０

２７
―

木
間
ヶ
瀬
２
４
２
３
 
１
―

瀬
戸
　
 
９

１７９
―

七
光
台
　
 
　

４２８

５６
―

中
根
　
 
1
イ
オ
ン
ノ
ア
　

36

３F

―

尾
崎
　
 
２

８１５
―

山
崎
貝
塚
町
　
 
　

11

12
―

山
崎
１
７
３
７
 
２
―

中
里
１
５
５
４

み
ず
き
２
 
　
 
４

１４
―

―

花
井
　
 
５

249
―

尾
崎
　
 
２

823
―

七
光
台
４
 
２
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

野
田
七
光
台
医
療
モ
ー
ル
内

―

堤
台
　
 
２

52
―

電
話
番
号

☎
７
１
２
２
・
１
４
１
６

☎
７
１
９
８
・
７
８
６
４

☎
７
１
２
２
・
５
７
２
３

☎
７
１
２
９
・
７
１
４
９

☎
７
１
２
２
・
２
４
３
４

☎
７
１
２
６
・
１
９
０
０

☎
７
１
２
４
・
７
８
６
０

☎
７
１
２
７
・
３
４
２
４

☎
７
１
２
２
・
２
５
１
９

☎
７
１
２
２
・
３
９
８
０

☎
７
１
２
４
・
５
３
１
１

☎
７
１
２
２
・
９
０
０
２

☎
７
１
２
３
・
５
９
１
１

☎
７
１
２
４
・
２
８
３
１

☎
７
１
２
６
・
１
１
６
６

☎
７
１
２
４
・
６
６
６
６

☎
７
１
２
６
・
２
９
２
９

☎
７
１
２
５
・
１
０
７
０

☎
７
１
２
６
・
２
２
８
５

☎
７
１
２
２
・
１
２
２
１

☎
７
１
２
７
・
１
８
２
１

☎
７
１
９
８
・
５
１
０
８

☎
７
１
３
８
・
２
３
３
２

☎
７
１
２
９
・
３
５
５
７

☎
７
１
２
６
・
８
１
１
８

☎
７
１
２
９
・
３
８
１
３

☎
７
１
２
５
・
８
３
０
８

☎
７
１
２
１
・
０
１
７
１

☎
７
１
２
７
・
３
２
０
０

☎
７
１
２
３
・
７
１
２
１

☎
７
１
２
３
・
３
９
０
０

☎
７
１
２
７
・
４
１
１
２

☎
７
１
２
７
・
８
８
０
０

☎
７
１
２
５
・
３
７
４
１

■ポリオ予防接種実施医療機関

て
き
た
集
団
接
種
か
ら
、
市
内
実
施

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
に
変
え
て
、

１
年
を
通
じ
て
接
種
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。接
種
回
数
は
、生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
は
２
回
で
し
た
が
、
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
初
回
接
種
に

各
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
間
隔
を
お

20

56

い
て
３
回
、
追
加
接
種
は
初
回
接
種

終
了
後
お
お
む
ね
1
年
の
間
隔
を
お

い
て
１
回
の
合
計
４
回
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
接
種
途
中
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

回
数
や
海
外
等
で
の
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
接
種
回
数
に
よ
り
、
今
後

必
要
に
な
る
接
種
回
数
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
の
記
録
を

確
認
の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接

種
し
た
方
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
診
票
は
、
実
施
医
療
機
関
や
保

健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
生
後
３
か
月
か
ら
　
か
90

月
（
７
歳
６
か
月
）
未
満

※
９
月
１
日
現
在
、
４
回
目
の
追
加
接

種
は
定
期
接
種
対
象
外
で
、
国
内
臨
床

試
験
デ
ー
タ
が
整
い
次
第
、
定
期
接
種

に
な
る
予
定
で
す
。わ
か
り
次
第
、市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

 長
寿
を
祝
い

　
 ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を



亨

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

市民訪問

高
さ
　
メ
ー
ト
ル
に
も

35

　
子
ど
も
た
ち
は「
怖
く
な
い
よ
」

郷土博物館では火おこし体験も

　
市
で
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
親
子
で
市
の
仕

事
や
施
設
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
８
月
９

日
、
親
子
公
共
施
設
見
学
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
は
、
市
役
所
議
場

や
消
防
署
、郷
土
博
物
館
、

市
民
会
館
な
ど
を
見
学
。

　
消
防
署
で
は
、
高
さ
　35

メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
車
へ

の
搭
乗
体
験
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
は
「
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
見
え
た
よ
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
た
。

紙上公共施設見学会
 　　「春風館道場（柔道場・剣道場）」

　
春
風
館
道
場
は
、
か
つ
て
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
株
式
会
社
の
福
利
厚
生
施
設

で
し
た
が
、
平
成
　
年
７
月
に
市
に

20

寄
贈
い
た
だ
き
、耐
震
補
強
な
ど
の
改

修
工
事
を
行
っ
た
上
で
柔
道
場
と
剣

道
場
が
　
年
６
月
に
開
場
し
ま
し
た
。

22

　
施
設
は
、
約
　
平
方
メ
ー
ト
ル
の

87

剣
道
場
と
約
　
平
方
メ
ー
ト
ル
の
柔

64

道
場
を
各
１
面
設
置
し
、
地
元
の
柔

剣
道
愛
好
家
が
連
日
稽
古
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
各
種
大
会
の
会
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、柔
道
や
剣
道
だ
け
で
な
く
、

生
涯
学
習
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　
施
設
の
管
理
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
田

春
風
会
が
行
い
、
利
用
時
間
は
、
年

末
年
始
を
除
く
９
時
か
ら
　
時
ま
で

21

で
、
料
金
は
、
各
面
・
１
時
間
　
円
、

120

市
民
か
市
内
在
勤
・
在
学
者
は
　
円
、

80

さ
ら
に
利
用
者
の
半
数
以
上
が
中
学

生
以
下
の
場
合
、
半
額
で
す
。

　
予
約
は
、
使
用
す
る
２
か
月
前
か

ら
３
日
前
ま
で
の
　
時
か
ら
　
時
ま

13

17

で
に
事
務
室
に
直
接
か
、
電
話
（
☎

７
１
２
５
 
１
２
１
２
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

　
な
お
、
車
で
来
場
の
際
は
、
郷
土

博
物
館
・
市
民
会
館
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。　

－

“武道の殿堂”として

子
ど
も
の
未
来
の
た
め

　
　
　
今
で
き
る
こ
と
を

戸
張
　
泰
さ
ん

　
今
年
で
創
立
　
周
年
の
節
目
を
迎

50

え
る
野
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
の
現
会
長
、
戸
張
 泰
 さ
ん
。

や
す
し

　
遊
び
の
中
か
ら
社
会
に
役
立
つ
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
貰
お
う
と

成
長
期
に
合
わ
せ
た
学
び
の
場
を
提

供
す
る
子
ど
も
会
で
は
、
1
年
を
通

じ
て
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
、
親
子

映
画
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
と
携
わ
っ
て
約
　
年
で

30

す
が
、
少
子
化
問
題
以
上
に
、
ゲ
ー

ム
機
な
ど
で
現
実
離
れ
し
た
一
人
遊

び
が
拡
が
り
続
け
る
現
状
に
、
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
」
と
話
す
戸

張
さ
ん
。

　
「
家
庭
で
の
し
つ
け
や
学
校
教
育

が
大
切
な
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
仲

間
と
の
遊
び
を
通
し
た
体
験
や
経
験

は
、
社
会
に
出
る
準
備
と
し
て
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
」と
強
く
感
じ
、

会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
で
「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
は
、
自

身
の
子
に
接
す
る
の
と
同
様
と
信
じ
、

子
ど
も
の
将
来
に
向
け
、
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

目
吹
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

33

慣れない調理に四苦八苦

旬
野
菜
を
使
っ
て

　
　
　
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、健
康
や
発
育
に
お
け
る
食
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
８
月
３
日
に
関
宿
保

健
セ
ン
タ
ー
で「
こ
ど
も
の
食
育
教
室
」を
開
催
し
た
。

　
フ
ラ
イ
パ
ン
で
つ
く
る

ピ
ザ
や
地
元
産
の
黒
酢
米
、

え
だ
ま
め
な
ど
を
使
っ
た

ラ
イ
ス
サ
ラ
ダ
を
食
生
活

改
善
推
進
員
に
教
わ
り
な

が
ら
調
理
し
た
。
ま
た
、

ク
イ
ズ
形
式
で
旬
の
野
菜

や
好
き
嫌
い
し
な
い
こ
と

な
ど
を
学
ん
で
い
た
。
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加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

ボランティア連絡協議会訪問（６）
野田エコライフ推進の会

　
写
真
は
梅
郷
駅
西
口
を

出
て
、
野
田
市
駅
方
向
に

線
路
沿
い
に
数
十
メ
ー
ト

ル
向
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
銀
行
が
あ
る
あ
た

り
で
、
昭
和
　
年
ご
ろ
、

17

駅
方
面
に
向
か
っ
て
撮
影

し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
写
っ
て
い
る
の
は
、
提

供
者
の
坂
本
さ
ん（
右
）と

お
姉
さ
ん（
左
）で
す
。

　
「
当
時
は
駅
か
ら
県
道

に
出
る
に
は
、
野
田
市
駅

方
向
に
進
み
、
道
な
り
に

左
に
曲
が
っ
て
行
く
の
が

一
般
的
で
、
通
り
沿
い
に

は
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
」と
話
す
坂
本
さ
ん
。

　
「
近
く
に
住
ん
で
い
ま

し
た
の
で
、
駅
前
広
場
で

よ
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
電
車
に
乗
る
の
が

好
き
で
、
目
的
も
無
く
野

田
市
駅
ま
で
往
復
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。電
車
が

駅
に
着
い
た
の
を
見
て『
ち

ょ
っ
と
待
っ
て
て
』と
大
声

を
出
し
て
乗
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

写真提供＝坂本常子さん（大殿井）

桜
並
木
だ
っ
た

　
梅
郷
駅
か
ら
の
道

揚げたてもっちりカレーパン

川畑幸子さん（木間ケ瀬）

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

　
市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
「
関

宿
ま
つ
り
」
が
、
８
月
　
日
に
東
宝
珠
花
の
江
戸
川

11

河
川
敷
「
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
小
雨
の
中
、
盆
踊
り
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
の
ほ

か
、
夜
に
は
、
こ
い
の
ぼ

り
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や「
希

望
」か
ら「
明
日
へ
」に
文
字

が
変
わ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
千
　
発
の
打

500

ち
上
げ
花
火
が
行
わ
れ
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

関
宿
ま
つ
り
で
千
　
発
の
花
火
や

500

キ
ャ
ン
ド
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ

「希望」から「明日へ」に変わるメッセージも

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
月
１
回
集
ま
り
、
節
電
か
ら
異

常
気
象
ま
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
依
頼
に
よ
り
、
公
民
館
や

学
校
な
ど
で
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
木
間
ケ
瀬
中
学
校
で
教
員

　
地
球
温
暖
化
防
止
と
、
生
活
の
無

駄
を
な
く
し
て
“
エ
コ
ラ
イ
フ
”
の

普
及
を
目
指
し
、
千
葉
県
地
球
温
暖

化
防
止
推
進
員
を
中
心
に
、
平
成
　18

年
に「
野
田
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
の
会
」

家
計
簿
」
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
、
消

費
電
力
や
待
機
電
力
を
実
際
に
測
っ

て
も
ら
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
白
熱
灯
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

の
消
費
電
力
の
違
い
や
、
手
回
し
に

よ
る
発
電
の
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

◆
生
活
に
や
さ
し
い
“
エ
コ
”
を

向
け
に
節
電
は
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
る
話
を
し
ま
し
た
。

◆
産
業
祭
で
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

　
毎
年
　
月
の
産
業
祭
で
は
、
エ
コ

10

ラ
イ
フ
に
関
す
る
ブ
ー
ス
を
出
し
て

い
ま
す
。
家
庭
で
使
っ
た
電
気
量
や

ガ
ス
量
な
ど
か
ら
簡
単
に
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
計
算
で
き
る
「
環
境

　
昨
年
の
震
災
以
降
、
節
電
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
同

会
で
は
「
無
理
な
く
節
電
し
、
生
活

に
や
さ
し
い
“
エ
コ
”
を
心
が
け
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】野
田
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
の

会
・
岡
田
☎
７
１
２
４
 
８
２
８
９

－

※
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

①生地の材料をボールに入れて混ぜ合わせ、たたい
たりこねたりして滑らかにする②油を薄く塗ったボ
ールに①を入れラップをして、２倍程度になるまで
発酵（約１時間）させる③②をガス抜きして１２等分
し、濡れふきんをかけ１０分ほど置く④③を１０センチ
ほどの円に伸ばしてからカレーをしっかり包み込む
⑤④に溶き卵、パン粉の順につけて、１０分ほど待ち、
１７０度の油で揚げ、きつね色になれば出来上がり。
※わが家では残ったカレーで楽しんでいます。
《材料》１２個分：生地（強力粉２８０グラム、バター５０グラム、砂糖
大さじ３、ドライイースト小さじ１、塩小さじ１、卵２分の１
個、牛乳１６０㏄）、カレー（煮詰めて水分を少なめにしたもの）、
卵１個、パン粉適量

毎年１０月の産業祭に出展（写真は昨年）
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 リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
古
本
市

不用品をリサイクル

　
９
月
　
日
障
か
ら
　
日
鐘
ま
で
動

20

26

物
愛
護
週
間
で
す
。

　
近
年
、
犬
や
猫
の
フ
ン
を
放
置
す

る
な
ど
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は

周
り
に
迷
惑
や
危
害
を
加
え
な
い
よ

う
、適
正
な
管
理
と
し
つ
け
を
行
い
、

愛
情
を
持
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、（
公
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
と

（
財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
で

は
、動
物
愛
護
週
間
に
ち
な
み
、毎
年
、

飼
い
犬
や
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
金
額
】
５
千
円
（
１
世
帯
１

頭
の
み
・
抽
選
）

【
対
象
】
千
葉
県
獣
医
師
会
員
の
動

物
病
院
で
年
内
に
手
術
予
定
の
犬
・
猫

【
応
募
方
法
】
９
月
　
日
障
～
　
日

20

26

鐘
に
専
用
の
往
復
は
が
き
で
申
し
込
む

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課
、
手
術
費

用
助
成
は（
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
☎

　（
　
）６
９
８
０

043
232

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 ひ
と
り
親
家
庭
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ペ
ッ
ト
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
助
成

　
市
で
は
、昨
年
か
ら
次
期
総
合
計
画

策
定
作
業
を
開
始
し
、
７
月
に
公
募

■地区別懇談会の日程と会場

会　　場時　間開催日

南部梅郷公民館１４時～１６時１日土

９
月

中央公民館１４時～１６時２日日

川間公民館１０時～正午
１６日日

北部公民館１４時～１６時

※手話通訳あり

メ
ン
バ
ー
　
人
に
よ
る
総
合
計
画
分

154

野
別
検
討
会
議
で
の
検
討
結
果
を
取

り
ま
と
め
た
提
言
書
を
提
出
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
８
月
か
ら
は
、
さ
ら
に
幅
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、

各
公
民
館
な
ど
で
地
区
別
懇
談
会
を

開
催
し
、
市
の
将
来
像
や
目
指
す
べ

き
方
向
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
地
区
別
懇
談
会
は
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】企
画
調
整
課

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
資
格
取
得
を
目
指
す
就
業
支

援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
　
月
開
講
コ

10

ー
ス
・
昼
間
）
と
就
職
活
動
に
必
要

な
知
識
を
習
得
す
る
「
就
職
準
備
セ

ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
金
～
平
成
　
年

10

12

25

２
月
　
日
鍾
の
毎
週
鍾
・
金
　
時
　

26

13

30

分
～
　
時
　
分
（
全
　
回
）

16

30

36

【
場
所
】
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の
だ
）

【
対
象
・
定
員
】
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
ま
た
は
父
、寡
婦
の
方
・
　
人
（
抽

20

選
・
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業
の
相
談
を
さ
れ
た
方
優
先
）

【
費
用
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
７
千

　
円
と
受
験
料
１
万
８
千
円
は
自
己

９８０負
担
）

【
申
込
方
法
】
９
月
　
日
金
ま
で
に

21

児
童
家
庭
課
の
窓
口（
所
定
用
紙
）で

【
託
児
サ
ー
ビ
ス
】
あ
り

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
の
た
め
に
、
　
月
　
日

10

13

上
に
市
役
所
で
、「
野
田
市
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
展
者（
市
民
）を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
本
・

音
楽
Ｃ
Ｄ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
】
　
月
　
日
上
　
時
～
　
時

10

13

10

15

【
出
展
数
】　
区
画
（
抽
選
）

50

【
出
展
料
】　
円
（
保
険
料
な
ど
）

500

【
申
込
方
法
】
９
月
　
日
鞘
当
日
消

21

印
有
効
で
、は
が
き（
１
人
１
枚
・
重
複

申
込
は
失
格
）に
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
明
記
し
、〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」係
へ

－

※
飲
食
品
販
売
、
営
利
目
的
、
未
成
年

者
の
み
の
出
展
は
不
可

◎
古
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
不
用
に
な
っ
た
本
と
音
楽
Ｃ
Ｄ
を

提
供
い
た
だ
き
、「
古
本
市
」で
希
望
者

に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

【
回
収
期
間
・
場
所
】
９
月
　
日
金
～

21

　
月
４
日
木
に
市
役
所
、北
・
南
コ
ミ

10

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
欅
の
ホ
ー
ル
、

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
関
宿
北
部
・
関

宿
中
部
・
関
宿
南
部
の
各
公
民
館
で

※
多
量
の
場
合
は
、　
月
２
日
火
に
、自

１０

宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す

【
注
意
事
項
】
①
百
科
事
典
や
週
刊

誌
、
参
考
書
類
、
ゲ
ー
ム
Ｃ
Ｄ
な
ど

は
対
象
外
、
②
書
店
の
ブ
ッ
ク
カ
バ

ー
は
取
り
外
し
書
名
が
わ
か
る
よ
う

に
、
③
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
必
ず
ケ
ー
ス
に

入
れ
る

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

  次　　期 
総
合
計
画
策
定
に
向
け

　
   地
区
別
懇
談
会
を
開
催

就職に有利な資格取得を支援



供

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

「
片
づ
け
が
楽
し
く
な
る
整
理
収
納
」

　
渡
辺
眞
理
氏
（
整
理
収
納
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）に
よ
る
、「
片
づ
け
が
楽
し
く

な
る
整
理
収
納
～
片
づ
け
た
く
な
る

収
納
の
工
夫
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
　
月
２
日
鍾
　
時

10

10

～
正
午
市
役
所
２
階
中
会
議
室

【
定
員
】
先
着
　
人
50

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
９
月
　
日
鍾

11

か
ら
電
話
か
直
接
市
民
生
活
課
へ

消
費
生
活

セ
ミ
ナ
ー

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、
算
数
の
ド
リ
ル
学
習
を

中
心
に
行
う「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
、　
年
度
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

24

　
　
月
　
日
上
か
ら
新
た
に
小
学
校

10

13

１
年
生
も
参
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、

　
月
か
ら
児
童
の
学
習
指
導
や
支
援

10を
し
て
い
た
だ
け
る「
指
導
者
」と「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
指
導
日
】
第
２
・
４
・
５
上
の
８
時

　
分
～
　
時
　
分（
休
講
日
も
あ
り
）

45

11

15

【
募
集
対
象
・
謝
金
】　
歳
以
上
の

18

方（
高
校
生
不
可
、
教
員
免
許
状
の

有
無
は
問
わ
な
い
）・
指
導
者
は
あ
り

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
募
集

◆
シ
ニ
ア
聴
講
生
も

　
ま
た
、　
歳
以
上
で
、子
ど
も
た
ち

60

と
一
緒
に
算
数
や
漢
字
の
勉
強
を
す

る「
シ
ニ
ア
聴
講
生
」も
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
指
導
課

　
市
で
は
、
機
能
強
化
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
総
合
福
祉
会
館
内
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
見
直
し
た
結
果
、

広
く
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
市
民
団
体

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
加
え
、
名

称
も
「
野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、

運
営
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
、
市
民
活
動
の
相
談
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
す
る
体
制

を
整
え
、
セ
ン
タ
ー
内
に
打
ち
合
わ

せ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
の
整
備

を
行
い
、
今
年
度
内
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
市
民
団
体
に
関
係
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
野
田

市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
委
員
２
名
を
公
募
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
協
議
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー

の
運
営
・
普
及
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
育
成
・
協
力
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
の
促
進
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
意
見
・

要
望
に
対
す
る
協
議
な
ど
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達
成
に
関
す
る

こ
と
を
取
り
扱
い
ま
す
。

◆
委
員
２
名
を
募
集

　
市
民
団
体
で
の
活
動
経
験
者
か
ら

な
る
運
営
協
議
会
の
委
員
の
う
ち
２

名
を
今
回
公
募
し
ま
す（
無
報
酬
）。

【
応
募
要
件
】市
内
に
住
所
が
あ
り
、

 野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

  　
運
営
協
議
会
の
委
員
を
公
募

算数ドリルを中心に

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
い
て
市
民
活
動

経
験
が
あ
る
こ
と

②
総
合
福
祉
会
館
登
録
団
体
に
お
い

て
市
民
活
動
経
験
が
あ
る
こ
と

③
現
に
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

お
い
て
活
動
し
て
い
る
こ
と

【
活
動
日
】
当
面
は
必
要
に
応
じ
随

時
（
平
日
昼
間
に
会
議
を
開
催
）

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
９
月
　
日
鞘

28

ま
で
に
市
民
生
活
課
へ

  屋
外
広
告
物
の
設
置
は
許
可
申
請
を

　
市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

掲
載
し
た
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

広
告
物
が
あ
り
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
は
、「
良
好
な
景
観
の

形
成
」と「
風
致
を
害
し
た
り
、
公
衆

に
対
す
る
危
害
を
防
止
」す
る
た
め
、

設
置
場
所
や
大
き
さ
な
ど
が

県
条
例
で
規
制
さ
れ
、
掲
示

に
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
所

に
は
、
原
則
と
し
て
広
告
物

の
表
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

電
柱
／
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
／
信

号
機
／
道
路
標
識
／
街
灯
柱

／
街
路
樹
／
ト
ン
ネ
ル
／
橋

／
郵
便
ポ
ス
ト
／
電
話
ボ
ッ

ク
ス
／
道
路
路
面
／
道
路
分

離
帯
／
歩
道
橋
な
ど

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課
　

９
月
　
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」

１０

■広告物の掲示ができない場所の例

　
市
で
は
、
自
然
科
学
の
論
文
や
工

夫
作
品
、
昆
虫
の
標
本
な
ど
、
各
学

小
・
中
学
校
  　
自
然
科
学
作
品
展

校
の
代
表
作
品
を
展
示
す
る
「
野
田

市
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
自
然
科

学
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
８
日
上
・
９
日
醤
９

時
～
　
時
　
分
（
９
日
は
　
時
　
分

16

30

15

30

ま
で
）

【
場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
問
合
せ
】
指
導
課

児
童

生
徒

子どもたちの力作を



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す

※
９
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

９
月
３
日
月
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
7
・
　
・
　
・

12
14

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
6
日
間
で
　
人

20
25

27

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

12

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

14
28

19

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

12

18

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

14

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
7
・
　
・
　
日
。 

18
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

20

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

火
～
鞘
９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時
。

35

25

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
・
商
工
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
支
援
に
関
す
る
相
談
□市 
２
階
＝

鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―

年
３
月
生
ま
れ
の
子
と
親
。
先
着

　
組
。申
込
み
は
①
は
当
日
会
場
受

10付
、
②
は
９
月
　
日
鉦
９
時
か
ら

10

同
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
へ

◆
９
月
の
園
庭
開
放
　
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子
で
保

育
体
験
。育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
２
　
９
月
　
日
上
　
時

22

10

～
　
時
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

15
ー
（
富
里
市
）
で
。
犬
の
し
つ
け

方
実
演
や
乗
馬
体
験
な
ど
。
当
日

会
場
へ
。
問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４

７
６
 
　
 
５
７
１
１

93

◆
音
楽
朗
読
劇
「
薔
薇
は
生
き
て

る
」
９
月
　
日
醤
　
時
か
ら
欅
の

23

16

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。山
川
 彌
 
や

 千
 
ち

 枝
 の
遺
稿
集
が
島
田
歌
穂
の
語
り

えと
歌
で
蘇
る
。全
席
指
定
、定
員
　300

人
。
前
売
３
千
円
、
当
日
３
千
　500

円
。
申
込
み
は
直
接
野
田
公
民
館

―

―

―

メ
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～
花
撮
影

に
挑
戦
～
…
　
月
　
日
～
　
日
の

10

11

25

障
　
時
～
正
午
。
全
３
回
。　
歳

10

20

以
上
、市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
で

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
級
～
中
級
の

方
。
撮
影
地
の
入
場
料
な
ど
負
担

あ
り
。　
人（
抽
選
）。
デ
ジ
タ
ル

20

カ
メ
ラ
、
筆
記
用
具
、
三
脚
持
参
。

申
込
み
は
い
ず
れ
も
９
月
　
日
鐘

12

必
着
で
往
復
は
が
き（
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）か
直

接
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒
　
 
278

０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・
中

級
コ
ー
ス
　
　
月
　
日
～
　
月
３

10

15

12

日
の
鉦
９
時
　
分
～
　
時
　
分
野

30

12

30

田
公
民
館
で
。
全
８
回
。
市
内
在

住
の
下
肢
・
内
部
障
が
い
の
手
帳

保
持
者
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ

ス
操
作
が
可
能
な
方
。
８
人
（
抽

選
）。申
込
み
は
９
月
　
日
鞘
ま
で

14

に
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７

１
２
４
 
３
９
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
市
立
関
宿
南
部
幼
稚
園
で
各
種

イ
ベ
ン
ト
　
①
園
庭
開
放
…
９
月

　
日
障
　
時
～
　
時
。未
就
園
児
と

20

10

11

保
護
者
。
②
３
歳
児
集
ま
れ
！
親

子
で
保
育
体
験
…
　
月
　
日
鐘
　

10

10

10

時
～
　
時
。平
成
　
年
４
月
～
　

11

20

21 ―

―

―

―

月
５
日
鐘
か
ら
 
野
田
文
化
広
場

☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
術
後
５
年
未
満
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト（
人
工
肛
門
・
人
工
 膀
  胱
 を
保
有

ぼ
う
 こ
う

し
て
い
る
方
）社
会
適
応
訓
練
講
習

会
　
９
月
　
日
上
　
時
～
　
時
千

22

13

16

葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
千
葉

市
）で
。医
師
や
看
護
師
に
よ
る
講

演
や
相
談
会
な
ど
。問
千
葉
県
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
☎
　（
　
）７
５
７
１

043
309

◆
初
級
中
国
語
講
座
受
講
生（
追

加
）　
　
月
５
日
～
　
年
３
月
の

10

25

鞘
　
時
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会

10

11

30

館
３
階
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
。全

　
回
。費
用
１
万
２
千
円
。　
人

20

10

（
抽
選
）。申
込
み
は
９
月
　
日
鞘
必

14

着
で
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）で
〒
　278

 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調

整
課
内
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。

問
大
川
☎
７
１
２
７
 
２
８
４
８

◆
野
田
公
民
館
で
各
種
講
座
　
①

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
ワ
ー
ド
基

礎
」
…
　
月
５
日
鞘
、９
日
鍾
、　

10

12

日
鞘
の
　
時
～
正
午
。
全
３
回
。

10

　
歳
以
上
、
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字

20入
力
の
で
き
る
方
。
テ
キ
ス
ト
代

　
円
。　
人（
抽
選
）。
②
デ
ジ
カ

500

23
―

―

―

講
座
・
教
室

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー

ツ
教
室
　
①
ミ
ニ
テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル
…
９
月
　
日
～
　
月
　
日
の
上

15

10

20

（
　
月
6
日
、　
日
を
除
く
）　

10

13

14

時
～
　
時
。
全
４
回
。
費
用
千
円
。

16

高
校
生
以
上
。
②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
…

９
月
　
日
～
　
月
　
日
の
障
９
時

20

10

18

　
分
～
　
時
　
分
。
全
５
回
。　

30

10

30

20

歳
以
上
。い
ず
れ
も
　
人（
抽
選
）。

30

運
動
で
き
る
服
装
と
①
は
ラ
ケ
ッ

ト
持
参（
あ
る
方
の
み
）。
申
込
み

は
①
は
９
月
　
日
鐘
、
②
は
９
月

12

　
日
鉦
必
着
で
電
話
か
往
復
は
が

17き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢

・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
０
２
２
５

270

平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎

401

７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
９
月
　
日
醤
　

16

13

時
　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館

30

15

30

で
。
布
目
朱
美
氏
（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
に
よ
る
「
我

が
町
を
絵
と
句
で
表
現
野
田
か
る

た
～
野
田
か
る
た
制
作
秘
話
～
」。

先
着
　
人
。
一
般
　
円
。
高
校
生

20

500

以
上
の
学
生
　
円
。
申
込
み
は
９

250

―

―

保
育
所
名

あ
た
ご

木
間
ケ
瀬

清

水

乳

児

福

田

古
布
内

尾

崎

南

部

東

部

花

輪
開
放
日

５
日
水

５
日
水

　
日
火

11　
日
火

11　
日
火

11　
日
水

12　
日
水

12　
日
水

26　
日
木

13　
日
木

13　
日
木

27　
日
火

18

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

侠
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医師会だより -------- 2９１

子
ど
も
急
病
電
話
相
談

　
診
察
中
に
保
護
者
か
ら
「
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
診
察
し
た
ら
良
い
か
」と
尋
ね
ら
れ
、「
こ

う
い
う
場
合
は
診
察
を
、
こ
う
い
う
場
合
は
様
子

見
を
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
私
か
ら
「
も
う
少
し
早
い
診
察
を
」

と
保
護
者
へ
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
急
病
時
に
「
受
診
し
た
方
が
良
い
の

か
、
様
子
を
見
て
も
大
丈
夫
な
の
か
」
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
公
的
な
場
が
必
要
で
、
特
に
医
療
機

関
へ
の
受
診
機
会
が
減
る
夜
間
は
な
お
さ
ら
で
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
　
時
か
ら
　
時
ま
で
「
子
ど
も

19

22

急
病
電
話
相
談
」
を
開
い
て
お
り
、
看
護
師
や
小

児
科
医
が
電
話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
受
診
す
べ

き
か
迷
っ
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。
受

付
電
話
番
号
は
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
「
＃
８
０
０
０
」

で
す
。

　
な
お
、
市
で
は
　
時
か
ら
　
時
ま
で
「
夜
間
急

19

22

病
セ
ン
タ
ー
」
を
開
い
て
い
ま
す
。　
（
Ａ
・
Ｔ
）

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
９
月
　
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

12

10

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
３

13

30

16

日
）、生
活
療
育（
６
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

20

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

25

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
４
日
）、知
的
障
が
い
者（
５
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

18

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
４
日
）、身
体
障
が
い
者（
５

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

18

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
に

15

17

13

30

15

30

集
団
療
育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

21

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

11

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約（
月
～
金
の
９
時
～
　
時
）。問
野
田
地
区
司
法

17

書
士
会
、土
地
家
屋
調
査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―
―

―

―

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

 市
税
な
ど
の
納
期（
９
月
）

　
　
月
１
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市

10
税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
３
期
）

③
介
護
保
険
料（
３
期
）

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

・
文
化
会
館
窓
口
か
電
話
で
野
田
公

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
９
へ

◆
文
化
会
館
自
主
事
業
「
県
民
芸

術
劇
場
オ
ペ
レ
ッ
タ『
メ
リ
ー
・
ウ

ィ
ド
ウ
』」　
　
月
７
日
日
　
時
か

10

14

ら
文
化
会
館
で
。
全
席
指
定
。
Ｓ

Ｓ
席
１
万
円
、
Ｓ
席
８
千
円
、
Ａ

席
５
千
円
。
前
売
り
券
は
 
岡
田

文
化
事
業
団
☎
７
１
２
４
 
６
１

５
１
、（
公
財
）興
風
会
☎
７
１
２
２

 
２
１
９
１
、
文
化
会
館
で
発
売

中
。
問
文
化
会
館
☎
７
１
２
４
 

１
５
５
５

募
集
・
そ
の
他

◆「
野
田
市
産
業
祭
」工
場
見
学
会

参
加
者
募
集
　
　
月
　
日
上
・
　

10

13

14

日
醤
。
見
学
先
は
敷
島
製
パ
ン
パ

ス
コ
利
根
工
場
（
各
日
　
人
・
抽

120

選
）、雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
野
田
工
場

（
各
日
　
人
・
抽
選
）、
キ
ッ
コ
ー

90

―

―

―

―

談
　
９
月
３
日
鉦
か
ら
毎
週
鉦
・

鐘
　
時
～
　
時（
□祝 
・
年
末
年
始
除

14

17

く
）。相
談
専
用
電
話
☎
０
１
２
０

 
９
７
１
 
４
３
８
へ
。問
千
葉

司
法
書
士
会
☎
　（
　
）２
６
６
６

043
246

◆（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
の
各
種
助
成
事
業
　

障
が
い
者
作
業
施
設
の
設
置
や
高

齢
者
の
定
年
引
き
上
げ
な
ど
を
実

施
し
た
事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
。

対
象
と
な
る
事
業
や
助
成
額
な
ど

の
詳
細
は
千
葉
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
　（
　
）２
９

043
204

０
１
へ

◆
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
は
千
葉
県
労

働
委
員
会
へ
　
労
働
者
と
使
用
者

の
間
に
お
け
る
解
雇
、
雇
止
め
、

配
転
、
降
格
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ

せ
ん
。
問
千
葉
県
労
働
委
員
会
事

務
局
☎
　（
　
）３
７
３
５

043
223

―

―

マ
ン
も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ
館
（
各

日
　
人
・
抽
選
）。
申
込
み
は
９
月

75
　
日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き
に
住

25所
、
氏
名
、
☎
、
見
学
先
・
見
学

日
、参
加
人
数（
１
通
で
４
人
ま
で
）

を
明
記
し
〒
　
 
０
０
３
５
中
野

278

台
　
 
１
野
田
市
産
業
祭
運
営
委

168
員
会
☎
７
１
２
２
 
３
５
８
５
へ

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
　
　
月
　

11

18

日
日
日
本
大
学
津
田
沼
校
舎
（
習

志
野
市
）
で
。
甲
種
、
乙
種
（
１

～
６
類
）、丙
種
。
申
込
み
は
９
月

１
日
土
～
９
日
日
に
電
子
受
付
か

消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
、
各

分
署
に
あ
る
願
書
を
９
月
４
日
火

～
　
日
鐘
（
土
・
日
除
く
）
９
時

12
～
　
時
に
消
防
本
部
予
防
課
内
野

17
田
市
消
防
防
災
協
会
☎
７
１
２
４

 
０
１
１
４
へ

◆
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
共
通
試
験
　
試
験
は
平
成
　25

―

―

―

―

年
１
月
　
日
土
。
受
験
資
格
は
平

19

成
５
年
１
月
　
日
以
前
に
生
ま
れ

20

た
方
で
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事

に
一
定
の
経
験
が
あ
る
方
か
土
木

工
学
な
ど
の
修
学
歴
が
あ
る
方
。

申
込
用
紙
の
配
布
は
９
月
３
日
鉦

～
　
月
　
日
月
、
受
付
は
　
月
　

10

15

10

25

日
障
ま
で
。
問
千
葉
県
下
水
道
協

会
事
務
局
☎
　（
　
）６
１
１
２

043
245

◆
原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断
　

平
成
　
年
２
月
　
日
障
ま
で
被
爆

25

28

者
二
世
健
康
診
断
委
託
医
療
機
関

で
。
被
爆
者
の
実
子
で
県
内
在
住

の
方
。
申
込
み
は
　
年
１
月
　
日

25

31

障
ま
で
に
封
書
（
住
所
・
氏
名
・

☎
・
生
年
月
日
・
被
爆
者
で
あ
る

親
の
郵
便
番
号
・
氏
名
・
住
所
・

被
爆
者
手
帳
番
号
を
明
記
）
で
〒

　
 
８
６
６
７
千
葉
県
健
康
福
祉

260指
導
課
☎
　（
　
）２
３
４
９
へ

043
223

◆
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相

―

僑



失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　
テ
デ
ィ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
ひ

と
な
つ
っ
こ
い
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る

み
で
す
。
デ
ボ
ラ
と
い
う
小
さ
な

女
の
子
の
も
の
で
、
い
つ
で
も
い

っ
し
ょ
で
す
。
ほ
ら
、
今
日
も
デ

ボ
ラ
と
テ
デ
ィ
の
楽
し
そ
う
な
話

し
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
よ
。

New Books
興風図書館の推せん図書

　
こ
の
本
は
、人
間
が
創
り
出
し

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
問

題
に
つ
い
て
、持
続
可
能
な
世
界

を
創
る
た
め
に
は
変
革
が
必
要
で

あ
る
と
提
言
し
て
い
ま
す
。今
回

の
提
言
は
、地
球
が
抱
え
る
飢
餓
と

農
業
問
題
の
変
革
に
つ
い
て
で
す
。

「テディ・ロビンソンの
たんじょう日」

ジョーン・Ｇ・ロビンソン・作
岩波書店

「地球白書2011-12」
ワールドウォッチ研究所・著
ワールドウォッチジャパン

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

講
座
・
教
室

◆
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

講
座
　
９
月
　
日
～
　
月
８
日
の
障

13

11

　
時
～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

10で
。
親
の
参
加
型
学
習
サ
イ
ク
ル
を

と
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク
。
子
育
て
中
の
親
、
先
着
　
人
。

10

保
育
料
２
時
間
１
人
　
円
。
申
込
み

600

は
９
月
５
日
鐘
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で

 
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ

く
☎
・
思
７
１
２
９
 
８
０
８
９
へ

◆
平
家
物
語
を
楽
し
む
会
　
９
月
　15

日
上
と
毎
月
第
１
土
　
時
　
分
～
正

10

30

－

午
欅
の
ホ
ー
ル
・
２
階
で
。
武
田
 昌
 
ま
さ

 憲
 氏
（

の
り

 尚
 
し
ょ
う

 絅
 大
学
教
授
）
に
よ
る
解

け
い

説
。
資
料
代
な
ど
１
回
千
円
。
申
込

み
は
事
前
に
斉
藤
☎
７
１
２
１
 
２

１
８
１
へ

◆
親
子
で
楽
し
む
ロ
デ
ィ
ヨ
ガ
　
９

月
　
日
鞘
①
　
時
～
　
時
　
分
、②

28

10

10

40

　
時
　
分
～
　
時
　
分
東
部
公
民
館

10

50

11

30

で
。乗
用
玩
具「
ロ
デ
ィ
」を
使
っ
た
親

子
ヨ
ガ
。３
歳
以
上
の
子
と
親
、各
回

先
着
８
組
。飲
み
物
持
参
。申
込
み
は

９
月
５
日
鐘
か
ら
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
楽
し
い「
古
事
記
」　
　
月
　
日
か

10

10
－

－

ら
毎
月
第
２
鐘
　
時
　
分
～
　
時
欅

13

30

15

の
ホ
ー
ル
２
階
で
。
水
谷
 類
 氏
（
明

た
ぐ
い

治
大
学
講
師
）
に
よ
る
古
事
記
の
解

説
。
先
着
　
人
。
費
用
１
回
千
円
。

50

申
込
み
は
前
日
ま
で
に
笛
木
☎
７
１

２
９
 
７
４
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
９
月
５
日
鐘
　10

時
　
分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日

30

11

30

…
９
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
。

12

10

11

30

③
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
！
…
９
月
　20

日
障
　
時
～
　
時
。
先
着
５
組
。
④

10

13

育
児
相
談
日
…
９
月
　
日
鉦
　
時
　

24

10

30

分
～
　
時
　
分
。
い
ず
れ
も
費
用
　

11

30

50

円
。①
③
④
は
３
歳
ま
で
の
子
と
親
。

申
込
み
は
①
②
は
当
日
会
場
受
付
。

③
④
は
９
月
５
日
鐘
か
ら
 
ゆ
う
＆

－

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
９
月
９
日
醤

８
時
　
分
～
　
時
　
分
清
水
正
光
館

30

14

30

で
。
８
人
ず
つ
　
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

10

て
対
局
。
費
用
千
円
（
小
中
学
生
　500

円
）。申
込
み
は
事
前
に
駒
崎
☎
７
１

２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
東
葛
菜
の
花
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
「
高

次
脳
機
能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」　
９
月
９
日
醤
　
時
　
分
～

13

30

　
時
柏
中
央
公
民
館
で
。先
着
　
人
。

17

180

当
日
会
場
へ
。
問
綿
貫
☎
７
１
７
４

 
３
９
９
８

◆
市
民
活
動
交
流
サ
ロ
ン
　
９
月
９

日
醤
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
市
民

活
動
を
実
践
し
て
い
る
市
民
、
先
着

　
人
。
筆
記
用
具
持
参
。
申
込
み
は

30９
月
７
日
鞘
ま
で
に
古
橋
☎
７
１
２

－

－

－

５
 
４
３
１
４
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト「
懐
か
し

の
サ
ウ
ン
ド
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」　
９

月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所

14

12

30

13

１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
あ
な
た
の
と

り
こ
」や「
黒
猫
の
タ
ン
ゴ
」な
ど
を
演

奏
。
当
日
会
場
へ
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
展
示
会

①
「
仲
間
た
ち
展
」
…
９
月
　
日
鞘

14

～
　
日
鍾
　
時
～
　
時
野
田
公
民
館

18

10

17

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
９
月
　
日
鞘

28

～
　
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
中
央
公

10

10

10

20

民
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
。
夏
休
み
中
に

練
習
し
た
小
学
生
の
書
。②
鈴
木
 裕
巳
 

ひ
ろ
み

「
中
国
・
郷
愁
展
」
…
９
月
　
日
障

20

～
　
日
鍾
　
時
～
　
時
野
田
公
民
館

25

10

17

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
中
国
に
て
創

作
し
た
書
・
中
国
画
・
 篆
  刻
 。
問
鈴

て
ん
 こ
く

木
☎
　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３

090
－

－

－

兇

公益財団法人高梨本家上花輪歴史館

　江戸時代から醤油醸造業を営み、上花
輪村の名主を務めた高梨兵左衛門家の庭
園と邸宅、古文書、醸造用具、生活道具
など一式を保存公開するため、平成６年
に開設しました。
　江戸後期から昭和初期の建物と庭園、
屋敷林、堀割など敷地全体の構成が優れ

ていることから、学術上・鑑賞上の価値
が高いとして、平成１３年に県内で唯一、
国の名勝に指定されました。
　９月１日から１２月８日までの１０時から１６
時（９月は１７時）まで「刀剣と男のおしゃれ」
をテーマに企画展を開催しています。入館
料は５００円（６歳以上１９歳未満３００円）です。
＜アクセス＞まめバス「新南ルート（今上
経由）・上花輪香取前」下車徒歩約６分
＜問合せ＞高梨本家上花輪歴史館☎７１２２-２０７０

敷地全体の景観が見どころ

主屋は大規模な数寄屋建主屋は大規模な数寄屋建築築
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失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
８
月
１
日
号
の
正
解
は「
せ
き
や
ど
ま
つ
り
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

４９

の
結
果
、当
選
者
は
小
笠
原
昭
子
様
、黒
瀬
孜
郎
様
、逆
井
智
恵
様
、染
谷
し
づ
様
、吉
岡
さ
か
い
様（
五
十
音
順
）で
す
。

　渡辺 琉愛 ちゃん
るあ

    （H２３.１２.１６生）
　

金森 美羽 ちゃん
みう

（H２３.９.２２生） 
　

◆
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
卓
球
大
会
　
９

月
　
日
醤
９
時
～
　
時
　
分
総
合
公

16

16

30

園
体
育
館
で
。
８
時
　
分
集
合
。
大

50

学
生
以
上
、先
着
　
人
。
費
用
　
円
。

120

500

卓
球
用
具
、
昼
食
、
ゼ
ッ
ケ
ン
持
参
。

申
込
み
は
９
月
　
日
鍾
ま
で
に
金
内

11

☎
７
１
４
０
 
５
５
８
７
へ

◆
み
ん
な
で
う
た
お
う
「
う
た
ご
え

ウ
ェ
ー
ブ
」　
９
月
　
日
醤
　
時
　

16

13

30

分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館
で
。

15

30

ス
テ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

招
い
て
皆
で
歌
う
。
費
用
千
円
。
申

込
み
は
福
本
☎
　
 
１
７
７
２
 
１

090

９
４
７
へ

◆
ア
ロ
マ
で
ホ
ー
ム
エ
ス
テ
！
　
９

月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
南
部
梅

20

10

11

30

郷
公
民
館
で
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
む
く

－

－

－

み
解
消
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
作
り
。

先
着
　
人
。
費
用
２
千
円
。
申
込
み

12

は
９
月
５
日
鐘
か
ら
岩
井
☎
　
 
２

０８０

３
３
３
 
４
５
５
６
へ

◆
秋
季
俳
句
大
会
　
９
月
　
日
醤
　

23

10

時
か
ら
興
風
会
館
で
。
当
季
雑
詠
未

発
表
作
品
２
句
持
参
、
当
日
席
題
１

句
。
参
加
費
千
円
。
来
場
不
可
の
方

は
所
定
用
紙
と
参
加
費
を
９
月
　
日
15

上
消
印
有
効
で
〒
　
 
０
０
３
７
野

278

田
　
野
田
俳
句
連
盟
・
松
澤
☎
　
 

665

090

５
５
７
３
 
４
７
６
１
へ

◆
彩
の
会
展
　
９
月
　
日
醤
～
　
日

23

29

上
９
時
～
　
時（
初
日
は
正
午
か
ら
、

17

最
終
日
は
正
午
ま
で
）
興
風
会
館
地

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。水
彩
画
約
　
点
。

25

問
白
枝
☎
７
１
２
４
 
５
５
１
７ －

－

－

－

－

－

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
シ
ン
グ
ル
ス
）

　
９
月
　
日
上
、
　
月
　
日
醤
、
　

29

10

14

10

月
　
日
上
総
合
公
園
庭
球
場
で
。
男

20
子
・
女
子
・
壮
年
男
子
の
部
。
市
民
か

市
内
在
勤
、
在
学
、
在
ク
ラ
ブ
の
方
。

申
込
み
は
９
月
　
日
鞘
ま
で
に
参
加

14

費
３
千
円
持
参
で
最
寄
り
の
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
へ
。
問
川
間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 
１
０
５
５

◆
し
ょ
う
ゆ
づ
く
り
体
験
と
楽
し
い

遊
び
　
　
月
　
日
日
９
時
　
分
～
　

10

14

50

14

時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り
し
ょ
う

ゆ
館
で
。
工
場
見
学
、
紙
飛
行
機
作

り
や
昔
の
遊
び
も
。
小
学
生
と
親
。

先
着
　
人
。一
部
材
料
費
負
担
あ
り
。

120

申
込
み
は
　
月
７
日
日
ま
で
に
沖
田

10

☎
　
 
６
９
５
２
 
５
３
５
８
へ

090

－

－

－

そ
の
他

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
９
月

　
日
鍾
９
時
～
正
午
東
部
公
民
館

11で
。
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
成

年
後
見
の
相
談
な
ど
。
先
着
３
人
。

申
込
み
は
９
月
６
日
障
～
　
日
鍾
に

11

 
お
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎

７
１
６
９
 
４
１
６
５
へ

◆
野
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
入
会
説

明
会
　
９
月
　
日
鍾
　
時
～
　
時
興

25

19

21

風
会
館
で
。入
会
費
用
５
千
　
円（
会

950

費
、保
険
料
な
ど
）。当
日
会
場
へ
。問

河
合
☎
　
 
６
５
３
７
 
６
５
０
５

090

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

－－

－

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、老
若
男
女
問
わ

ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、○年 
は
年
会

費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室
の
掲
載
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
日
常
英
会
話
チ
ャ
タ
ー
　
毎
週
障

　
時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。各
回
千

13

15

円
。 鰐
  石
 ☎
７
１
２
７
 
０
４
９
１

わ
に
 い
し

◆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ヨ
ー
ガ
　
毎
週

障
　
時
～
　
時
　
分
春
風
館
道
場

10

11

30

で
。
各
回
　
円
。
古
山
☎
　
 
５
０

600

080

３
６
 
３
３
１
５

◆
書
学
の
友
　
毎
月
第
１
鐘
　
時
～

10

正
午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月

２
千
円
。
瀬
川
☎
７
１
３
８
 
３
３

５
９
（
　
時
～
　
時
）

18

21

－

－

－

－

競

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｆ
の

順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
７
ペ
ー
ジ
に
答
え
が

あ
り
ま
す（
出
題
＝
秘
書
広
報
課
・
参
考

＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ

ン
が
９
月
か
ら
変
更
に
（
７
面
参
照
）。

②
こ
と
わ
ざ
。

―
よ
り
証
拠
。
④
秋

の
味
覚
。
焼
い
た
り
、
ふ
か
し
た
り
。

⑥
匂
い
松
茸
味
し
め
じ
。
⑧
地
下
茎
は

食
用
に
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
馬
に
乗
っ
て
行
う
ホ

ッ
ケ
ー
に
似
た
競
技
。③
漢
字
で「
袈
裟
」。

⑤
四
字
熟
語
。
―
応
変
。⑦
各
自
に
課

せ
ら
れ
た
仕
事
な
ど
の
量
。⑧
英
語
で「
ボ

ッ
ク
ス
」。
⑨
餅
つ
き
は

―
と
杵
で
。

⑩
物
を
結
ん
だ
り
縛
っ
た
り
す
る
道
具
。

【
応
募
方
法
】は
が
き
に
９
月
　
日
金
必
着

１４

で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ
ナ
で

も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
を
明

記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役
所
秘

２７８

書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に「
図

書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１０

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

■「関宿城埋門」案内図

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

　
松
平（
久
松
）康
元
が
天
正
　18

（
１
５
９
０
）年
に
関
宿
城
に
入

る
と
き
、
徳
川
家
康
か
ら
「
城

郭
狭
小
と
い
え
ど
も
 地
  味
  豊
  沃
 

ち
 
み
 
ほ
う
 よ
く

堅
固
の
 彊
  城
 」
と
い
う
言
葉
を

き
ょ
う
 じ
ょ
う

も
ら
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
河
川
舟
運
の
要
所
に
立
地
し

た
関
宿
城
に
は
、
牧
野
・
板
倉
・

久
世
な
ど
幕
閣
で
枢
要
な
地
位

を
占
め
る
譜
代
大
名
が
代
わ
る

代
わ
る
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
城
に
は
、
古
文
書
や
城

絵
図
を
み
る
と
９
つ
の
門
が
見

ら
れ
ま
す
。
本
丸
に
御
玄
関
前

門
、
御
台
所
前
門
、
御
三
階
下

埋
門
。
二
ノ
丸
・
天
神
 曲
  輪
 に

く
る
 
わ

辰
之
門
、
天
神
曲
輪
 御
 
お

 構
 出
口

か
ま
え

腕
木
門
、
三
ノ
丸
・
 発
  端
 曲
輪

は
っ
 た
ん

に
四
ツ
足
門
、 佐
  武
 門
、
外
郭

さ
 
た
け

に
 追
  手
  口
 腕
木
門
、
台
町
口
腕

お
お
 
て
 
ぐ
ち

木
門
が
あ
り
ま
し
た
。

　
幕
藩
体
制
が
崩
壊
す
る
と
関

宿
城
も
役
割
を
終
え
、
城
の
大

部
分
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
部
の
建
物
は
明
治
政
府
に
よ

　
一
般
的
に
埋
門
は
、
石
垣
に

埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
形
に
設

け
ら
れ
る
も
の
で
、
籠
城
戦
の

際
に
は
門
の
内
側
を
土
で
埋
め

る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
す
。

　
門
の
規
模
は
 桁
  行
 ２
・
７
メ

け
た
 ゆ
き

ー
ト
ル
、 梁
  間
 １
・
８
メ
ー
ト

は
り
 
ま

ル
で
あ
り
、
棟
通
り
の
少
し
前

に
立
つ
親
柱
と
そ
の
後
方
の
控

柱
、 冠
  木
 、
腕
木
か
ら
成
り
、

か
ぶ
 
き

切
妻
屋
根
を
か
け
た
も
の
で
、

建
築
形
式
は
 薬
  医
  門
 で
す
。

や
く
 
い
 
も
ん

　
棟
の
鬼
瓦
に
藩
主
の
紋
「
久

世
鷹
の
羽
」が
飾
ら
れ
て
お
り
、

久
世
家
の
時
代
に
築
か
れ
た
城

門
で
あ
る
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

　
昨
年
３
月
の
震
災
で
瓦
が
破

損
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

修
復
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】
奥
原
謹
爾
『
関

宿
志
』
関
宿
町
教
育
委
員
会
、

１
９
７
３

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市の木

けやき

震災被害の修復工事も完了

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）石井医院（☎７１２２－２４３４）門倉医院（☎７１２４－５３１１）９日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１６日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）野田病院（☎７１２７－３２００）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１７日（月）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）花井クリニック（☎７１２３－３９００）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２２日（土）
アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２３日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）３０日（日）

り
民
間
に
売
り
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
文
化
財
の「
関
宿
城
 埋
  門
 」

う
ず
め
 も
ん

は
、
市
内
東
高
野
の
小
林
家
に

こ
の
時
払
い
下
げ
ら
れ
た
「
関

宿
城
の
四
ツ
足
門
」
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
き
た
門
で
、
９
つ
の

門
の
う
ち
、
四
ツ
足
門
に
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
ツ
足
門
は
、藩
士
の
屋
敷
な

ど
が
あ
っ
た
外
郭
か
ら
三
ノ
丸

に
登
る
位
置
に
設
置
さ
れ
た
 枡
 
ま
す

 形
  虎
  口
 の
三
ノ
丸
側
に
あ
り
、堀

が
た
 
こ
 
ぐ
ち

を
利
用
し
た
枡
形
の
形
は
現
在

　
市市
指
定
有
形
文
化

指
定
有
形
文
化
財財

　
　
  関
宿
城
埋

関
宿
城
埋
門門

も
ク
ラ
ン
ク
状
の
道
路
に
面

影
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
四
ツ
足
門
は
、
一
部

の
城
絵
図
に
「
埋
門
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
平
成
　
（
２

12

０
０
０
）
年
に
関
宿
城
埋
門

の
名
称
で
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。

（１４）

市報のだ　第１１２３号　平成２４年９月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

人口と世帯（２4.８.１現在）●人口＝１５７,１３８人（－１７８）　男＝７９,００７人（－１１７）　女＝７８,１３１人（－６１）●世帯数＝６３,１０７世帯（－８１）　●市の面積＝１０３.５４㎢

▼
先
月
閉
幕
し
た
ロ
ン
ド
ン

五
輪
で
、日
本
は
連
日
の
メ
ダ

ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、金
メ
ダ

ル
７
、銀
　
、銅
　
個
と
、過

14

17

去
最
多
の
　
個
の
メ
ダ
ル
を

38

獲
得
し
ま
し
た
▼
一
方
で
今

大
会
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

選
手
や
観
客
、視
聴
者
が「
ツ

イ
ッ
タ
ー
」な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
こ
と
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
▼
市
で
も
、８

月
1
日
か
ら
災
害
情
報
専
用

の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設

し
た
ほ
か
、各
携
帯
電
話
会
社

が
行
っ
て
い
る
緊
急
速
報
の

メ
ー
ル
の
利
用
も
開
始
し
ま

し
た
の
で
、詳
し
く
は
今
号
の

１
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
ゆ
）
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